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クリックケミストリー選択と反応速度   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
魅力的で信頼性の高い結合方法と言われるクリックケミストリー。シンプルかつ高速度・高収率、
モジュール性、幅広い応用性など、その長所は数え上げればきりがありません。従来の化学結合
方法の課題を克服するための対応戦略として登場して以来、様々な分野で応用されています。 
 
 
今回は、生物医学分野への応用の一助となりそうなレビューをご紹介します。バイオ直交反応、
即ち、内因性の生物学的プロセスを阻害しないクリックケミストリーは、生物系分野において特
に有用であると言えます。 
 
 
 
 
 
▶ Click Chemistry: Reaction Rates and Their Suitability for Biomedical Applications 
クリックケミストリー： 反応速度と生物医学応用への適合性 
 
既に確立しているさまざまなクリックケミストリー反応の利点と限界について概観しています。
最も適したバイオ直交反応を選択するためには、選択性、反応性、生体適合性、安定性など、多
くの要素を考慮する必要があります。ここでは、特に指針が少なく見過ごされがちな基準『反応
速度』を考慮することの重要性について焦点を当てています。重要なのは、単に反応速度だけに
注視するのではなく、反応を理解することであるとしており、クリックケミストリーを利用した
最近の生物医学研究を参照しながら包括的に論じています。 
 
ここで焦点を当てている反応速度は、単に速ければ良いというわけでなく、適切な速度が重要で
あることを筆者らは強調しています。クリック反応速度は、アプリケーション内容と望ましい結
果を取得することに合わせて微調整する必要があり、例えば遅い反応では、より安定な生成物形
成が可能となり、これは画像化プローブを作製するために有益であるとしています。また逆に迅
速であれば、特に不安定な生体分子や高感度な生物学的プロセスが関与する場合に有効であると
しています。筆者らは、『異なる反応速度を有するクリック反応の多様性』が新しい生物医学的
応用の開発の鍵となることに着目しています。 
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そのオリゴ合成、承ります！ 
文献のアプリケーションには、日本遺伝子研究所のオリゴヌクレオチドをお勧めします！ 
 
日本遺伝子研究所では、クリックケミストリーHuisgen 反応用の修飾オリゴ DNA、RNA 合成を
承っております。 
CuAAC 
▶アジド(-N3)修飾オリゴ DNA・RNA 
▶アルキン(-CΞCH)修飾オリゴ DNA・RNA 
▶2´-O-プロパルギル（rA,rG,rC,rU）修飾オリゴ DNA・RNA 
▶3´-O-プロパルギル（rA,rG,rC,rU）修飾オリゴ DNA・RNA 
▶C8 アルキン（オクタジニル）（dA,dC,dT）修飾オリゴ DNA・RNA 
▶エチニル（dA,dU）修飾オリゴ DNA・RNA 
▶エチニル dSpacer 修飾オリゴ DNA・RNA  

SPAAC 
▶ジベンゾシクロオクチン(DBCO:dibenzocyclooctyl)修飾オリゴ DNA・RNA 
▶ビシクロノニン(BCN:bicyclo[6.1.0]nonyne)修飾オリゴ DNA・RNA  

 
各種ラインナップについて、様々なリンカータイプを取り揃えております。ご希望のリンカーが
ない場合でも、使用する試薬の変更や、スペーサー修飾等を用いてカスタムすることで解決でき
る場合もありますので、是非一度、ご相談ください。 
 
 
 
クリックケミストリー修飾について 
⇒詳しくはこちら 
 
 

http://ngrl.co.jp/category1/modify/page_82

